
大淀町建設工事に係る格付け要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、大淀町に建設工事に係る競争入札参加資格審査を申請し、

受理された者のうち、次条に規定する業種についての競争入札参加資格を有

する者（以下「格付け対象業者」という。）の格付けを決定するための方法

等を定めることを目的とする。 

（格付け対象業種） 

第２条 格付けの対象業種は、土木一式工事、建築一式工事、及び舗装工事と

する。 

（格付け対象業者） 

第３条 格付け対象業者は、大淀町内に本店を有する業者とする。 

（格付け方法及び格付け基準） 

第４条 町長は、奈良県資格審査基準の格付け基準を準用し、格付けを決定す

るものとする。ただし、土木一式工事、建築一式工事については、奈良県の

格付けを受けていない業者を、Ｅ級と格付けするものとする。 

（格付けの決定） 

第５条 町長は、大淀町入札・契約審査会要綱（平成２５年９月２日施行）に

規定する大淀町入札・契約審査会の審査を経て、格付けを決定するものとす

る。 

（格付けの有効期間） 

第６条 格付けの有効期間は、格付けを決定した日の翌日から起算し２年後の

格付けが決定されるまでの間とする。 

（有効期間途中での格付け） 

第７条 前条に定める期間の途中において、本店が町内へ移転した等の事由に

より新たに格付け対象業者となった業者については、その時点において格付

けを行うものとする。その場合における格付けの有効期間は、前条に定める

期間の残余に限るものとする。 

（格付け名簿等） 

第８条 格付けを決定したときは、格付け名簿を作成し、総務課入札契約係で

公表するものとする。 

（降格等の扱い） 

第９条 格付け対象業者が、格付けの有効期間内に、各等級にかかる格付け基

準を満たさなくなった場合には、相当する等級まで降格させるものとする。 

２ 格付け対象業者が、格付けの有効期間内に、当該業者が格付けされた等級



より上位の格付け基準を満たすこととなった場合においては、相当する等級

まで昇格させないものとする。 

３ 格付け対象業者が競争入札参加資格審査を申請する際に、事実と異なる内

容の書類を提出し、その書類に基づき格付けされたことが判明した場合にあ

っては、再度真正な内容に基づき格付けするものとする。ただし、真正な内

容に基づき格付けされた等級が、事実と異なる内容に基づき格付けされた等

級より上位の等級となるときは、この限りでない。 

（その他） 

第１０条 この要領に定めるもののほか業者の格付に必要な事項は、町長が別

に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２５年９月２日から施行する。 

（大淀町建設工事請負業者資格審査要領の廃止） 

２ 大淀町建設工事請負業者資格審査要領（平成１１年４月１日施行）は廃止

する。 

   附 則 

  この要領は、平成２６年６月１３日から施行する。 

   附 則 

  この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 


